
江田島市インバウンド受入環境整備事業

GOOD DAY! ETAJIMA 早稲田 圭

～「観光」ではなく、温かく迎え入れる「環境」を育てる～



なぜ、この活動を始めたのか？

・広島県観光連盟の観光コンテンツ造成ワークショップに参加

・「インバウンドに挑戦しよう」という呼びかけと気付き

・現場（自身の喫茶・宿や地域のお店）が直面する「言葉の壁」

・「おもてなししたい」心がすれ違うもどかしさを解決したい



「言葉の壁」を越え、受け入れの土壌を作る

・【対話】誰でも参加できるオープンミーティング・勉強会（年4回）

・【実践】現場の不安を減らす「英語メニュー表」の作成（5店舗）

・【視点】広島市インバウンドガイドによる現場視察・アドバイス

・【発掘】島内に眠る力（英語対応可能3店舗・ガイド1名）の可視化



単なる翻訳ではない、楽しさを伝えるメニュー作り



単なる翻訳ではない、楽しさを伝えるメニュー作り



江田島の未来へ。私たちが残したい景色

・【誇り】江田島市の最大の魅力である「豊かな自然と人の優しさ」

・【再発見】外国人への発信が、日本人にも響く「地域の価値」に

・【日常】大人たちが身振り手振りで、笑顔で交わすコミュニケーション

・【未来】その背中が、子どもたちの「多文化にふれる広い視野」を育む



最後に、皆さんへのお願い

・一部の店舗ではなく、地域全体で育てる「GOOD DAY! ETAJIMA」

・「困っているお店」があれば、ぜひ私たちにご紹介ください

・「温かく迎え入れたい」というお気持ちのある仲間を募集しています

挨拶一つで、島はもっと温かくなります。
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